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柏
木
弘
雄
著

　
　

『

大
乗
起
信
論
の

研

究
−
大
乗
起

信
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
1

』

　
大
乗
仏
教
の

論
書
の

中
で

大
乗
起
信
論
（

以
下、

起
信
論
と

略

す
）

ほ

ど

広
く
読
ま

れ
、

深
く

研
究
さ

れ
た

も
の

は

な
い

で

あ

ろ
う
。

そ
の

結
果

、

多
く
の

注

釈
書
や
研
究
書
が

著
わ
さ

れ
た

。

ま

た
広

く
流
布

し
た

た
め

に
、

そ
の

成
立
に

関
し

て

様
々

の

伝
承
が

生
み

出
さ

れ
も
し

た
。

そ
れ

ら
の

伝
承
の

中
に

は

馬

鳴
造
・

真
諦
訳
を

否
定
す
る

よ

う

な
も
の

も
あ
っ

た

が
、

だ
い

た

い

に

お

い

て

は

印
度
の

馬
鳴

菩
薩
の

撰

述
、

そ
し

て

梁

代
に

中

国
に

来
た

真
諦
三

蔵
（

四

九

九
ー

五

六
九
）

の

訳
出
と
い

う
こ

と
が

信
じ
ら

れ
て

い

た

と

言
っ

て

よ

い

で

あ
ろ
う

。

　
と
こ

ろ

が

明

治
三

十
五

年
ご

ろ

か
ら

、

望
月
信
亨

博
士

、

村
上

専
精
博
士
と
い

っ

た

学
界
の

泰
斗
に

よ

っ

て
、

正

面
か

ら

起
信
論
の

中
国
撰
述
説
が

提
出
さ

れ
、

こ

こ

に

起
信

論
の

成
立

問
題
が

仏
教
学
界
の

大

き
な
論

争
点
と

な
っ

た

の

で

あ
る

。

な
か

で

も

中
国

吉

津

宜

英

成
立
説
の

旗
手
は

望
月
博
士
で

あ
っ

た
。

望
月
博
士

は

明

治
三

十
五

年
「

月
の

『

宗
粋
雑

誌
』

に

「

起
信

論
の

作
者
に

就
い

て
」

と

題
す
る

論
文
を

載
せ

、

起

信

論
の

作
者
が

龍
樹
以
前
の

馬
鳴
で

は

あ
り
え

な
い

と
い

う
こ

と

を

論
じ
た

。

こ

の

論
文
で

は

い

ま
だ

中

国
撰
述
説
は

出
さ

れ
て

い

な
い

。

中
国
撰
述
説
が

明

白
に

提
示

さ

れ
た

の

は

『

宗
教
界
』

十
四

巻
一

号

所

収
の

「

大
乗
起
信

論
の

作
者
に

関

す
る

擬

議
」

（

大

正

七

年
一

月
）

に

お

い

て

で

あ
っ

た
。

先
の

論
文
か

ら
、

か

な

り
の

年
数
が

経
っ

て

い

る

が
、

こ

の

間
、

望

月
博
士
は

『

宗
教
界
』

に

「

大
乗

起
信
論
講
話
」

を

連
載
し

て

い

る
か

ら
、

起
信
論
の

研
究
を

絶
え
ず

進

め
、

次
第
に

中

国
撰
述
説
へ

の

確
信
を

深
め

た
の

で

あ
ろ
う
。

大
正
七

年
の
、

今
の

論
文
で

は
、

現

存
の

起
信
論
の

冒
頭
に

付
い

て

い

る

智
榿
作
と

称
す
る

序

文
が

後
代
の

偽
作
で

あ
る

こ

と、

隋
の

開
皇
十
四

年

（

五

九
四
）

法
経

等
が

編
集
し

た

『

衆
経
目

録
』

（

法
経
録
と

称
す
）

に

「

大
乗
起
信

論
」

巻
、

人
は

『

大
乗
起
信
論
の

研

究
ー
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
1

』

（

吉
津
）

真
諦
訳
と

云

う
も、

真
諦
録
を

勘
す
る

に
、

此
の

論

無
し

。

故
に

疑
に

入
る
」

（

正

蔵
五

五、

冖

四
二

上
）

と

あ
る

記
事
に

真
憑
性
が

あ
り

、

『

法
経

録
』

の

三

年
後

、

つ

ま

り
開
皇
十
七

年
（

五

九

七
）

に

費
長
房

の

撰
述
し

た

『

歴

代
三

宝
紀
』

巻
十
一

に

起
信
論
が

梁
の

太
清
四

年
（

五

五

〇
）

に

富
春
の

陸
元
哲
の

宅

内
で

訳
出
さ

れ
た

と

あ
る

記
事
は

疑
わ
し
い

こ

と
、

慧
均
の

『

四

論
玄

義
』

に

起
信

論
に

つ

い

て

中

国
北

地
の

地

論
師
が

偽
造
し

て
、

馬
鳴
に

仮
託
し

た
と
の

記
事
の

あ
る

こ

と
、

ま

た

起
信

論
の

教
理
が

直

諦
訳

出
の

『

決
定
蔵
論
』

『

三

無
性

論
』

『

顕

識

論
』

『

転

識
論
』

に

類
同
し

、

し

か

も
中
国

撰
述
と

み

ら

れ
る

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』

に

出
る

七
住

以
前
退

分
説
を

会
通
し

た

と

思
わ

れ
る
一

節
も
あ
り

、

こ

れ

ら
の

諸

点
か

ら
、

起
信
論
は

印
度
成
立
で

は

あ
り

え

ず
、

中

国
撰
述
の

偽
論
で

、

『

四

論
玄

義
』

が
い

う

地

論
師

の

作
と
い

う
よ

り

も
、

摂
論

学
派
の

人
が、

地
論
の

南
北
二

道、

さ
ら
に

は

地
論
と

摂
論
両
学
派
の

間
の

ア

ラ

ヤ

識
説
に

つ

い

て

の

対

立
を

会
通
す
る

た

め

に

偽
造
し

、

馬
鳴
に

仮
託
し

た
の

で

あ
ろ

う
と

主
張
し

た
。

そ
し
て

玄

奘
三

蔵
が

印

度
で

起
信
論
を

梵
語
に

訳
し

た

と
い

わ

れ
る

の

は
、

印
度
に

起
信

論
の

原
典

が

も
と

も
と

存
在
し

な
か

っ

た
証

拠
で

あ
り

、

玄
奘

が

訳
し

た

梵
文
を

再
び

後
に

実
叉

難
陀
が
漢

訳
し

た

の

で

あ
り、

実
叉

難
陀
は

印
度
成

立
の

梵
本
を

訳
出

二

五
一
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『

大
乗
起
信
論
の

研
究
ー
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料

論
的
研

究
ー

』

（

吉
津
）

し

た
の

で

は

な
い

と

す
る

。

　
こ

の

大
正

七

年
の

望
月
博
士

の

論
文
を

直
接
の

契

機
に

し

て
、

起
信

論
論
争
が

起
っ

た
。

望
月、

村
上

両
博
士
の

中
国

撰
述
説
に

対
し
て

、

羽

渓
了
諦

、

常

盤
大
定
な
ど
の

人
々

が

反

論
し
、

印
度

説

を

主

張

し
、

逆
に

中
国
説
の

側
か

ら
の

反

批
判
も
あ
り

、

論

争
の

帰
趨
を

見
定
め

る

こ

と

も
で

き
ぬ

ほ

ど
で

あ
っ

た
。

し

た

が
っ

て
、

今
こ

こ

で
、

そ
の

論

争
の

経
過

を

喋
々

す
る

暇
は

な
い

の

で

あ
る

。

た

だ

望
月
博
士

が

積
極
的
に

中

国
説
を

主

張
さ

れ
た

意
図
だ

け
は

伺

っ

て

お

く
必

要
が

あ
ろ
う
。

博
士

が

最
終
的
に

自
分

の

立
場
を

闡

明

さ

れ

た

『

大

乗
起
信
論

之
研
究
』

（

金
尾
文
淵
堂

、

大
正

十
一

年
四

月
）

を

取
り

上
げ

よ

う
。

本
書
は

第
一

編
「

大
乗
起
信
論
支
那

撰
述
私

見
」 、

第
二

編
「

大
乗
起
信
論
註
釈
書
解
題
」 、

第
三

編
「

大

乗
起
信
論
講
述
」

の

主

編
三

つ

に

加
え
て

、

新
旧
両

本
の

異
本
校
定

ま
で

を

も

含
む

、

六

百

頁
に

垂
ん

と

す
る

大

著
で

あ
る

。

そ
の

第
一

編
は

博
士

の

従
来
の

論
考
を

附
録
と
し

て

収
め

る

と

同
時
に

、

改

め

て

中
国
撰
述
説
を

論
証
し
た

も
の

で

あ
る

。

こ

れ

ま
で

の

所
論
を

繰
り

か

え
し
つ

つ

も
、

一

層
の

補
強

が

試
み

ら
れ
て

い

る

こ

と

が
わ

か

る
。

特
に

大

正
九

年
の

『

仏
教
学
雑
誌
』

所
載
の

論
文
「

起
信
論
学
説

と

占
察
経
の

類

同
及
関

係
」

を

承
け
て

、

起
信
論
は

中
国
成

立
の

偽
経
で

あ
る

『

占
察
善
悪
業
報
経
』

二

巻
（

正

蔵
十
七

所
収
）

に

拠
る

偽
論
で

あ
る

と

明
骨
口

し

た

こ

と

が

注
目

さ

れ
る

。

さ
ら
に
、

作
者
に

っ

い

て

は

摂
論
を

北
地
に

流
布
せ

し

め

た

曇
遷
（

五

四

ニ

ー
六

〇
七
）

の

師
で

あ
り、

光
統
律
師
慧
光
の

門
人

で

あ
る

曇
遵
を

推
定
し

、

曇
遵
が
口

述
し

た
も
の

を

曇
遷
が

筆
録
し

た

可
能
性
を

提
案
し

た

の

で

あ
る

。

　

今、

こ

こ

で

望
月

博
士

の

結
論
を

云
云

す
る

こ

と

は

差
し

控
え

よ

う
。

た
だ

第
一

編
の

「

七
、

結
論

、

作
者
並
に

余
論
」

の

項
の

余
論
と
し

て
、

中
国
仏
教

の

偽
経
お

よ

び

偽
論
の

出

現
の

歴
史
的
究
明
の

必

要

性
を

強
調
し

て

い

る

と

こ

ろ
は

注
目
に

値
し
よ

う
。

敦
惶
文
献
の

紹
介
と

相
俟
っ

て
、

偽
経

編
纂
の

史

実

の

研
究
は

、

ま
さ
に

博
士
の

意
図
す
る

方
向
に

最

近

に

至
る

ま
で

徐
徐
に

進
ん

で

い

る

か

ら

で

あ
る

。

　

第
二

編
「

大
乗
起
信

論
註
釈

書
解
題
」

は

中
国
・

朝
鮮
・

日

本
に

わ

た

る

注
釈
書
一

七
六

部
に

つ

い

て

解
題
を

加
え

た

も
の

で

あ
る

が
、

こ

こ

で

も
博
士

の

鋭
鋒
は

自

在
で

あ

り
、

浄
影
寺
慧
遠
の

注
釈
や
法

蔵

の

起
信
論
別
記
な
ど
が

後
人
の

作
で

あ
る

こ

と
が

縷

縷
論
じ

ら

れ
て

い

る
。

第
三

編
「

大

乗
起
信
論

講
述
」

は

中
国
撰
述
説
の

立

場
か

ら
の

ユ

ニ

ー

ク

な
講
義

録

で

あ
る

。

処
々

に

起
信

論
が

中
国
撰
述
で

あ
る

こ

と

の

証
明
を
さ

し

は

さ

み
つ

つ
、

講
述
す
る

。

　「

見
、

中
国
選
述
の

論
証
の

た

め

の

講
述
と
い

う

印
象
を

受

け
る

が
、

従
来
の

諸
注
釈
か

ら
は

自
由
な

立
場
で

解

二

五
二

釈
し

て

い

る
の

で
、

時
に

は

な
る

ほ

ど
と
思

わ
せ

る

よ

う

な
斬
新
な

説
も
出
て

い

る
。

　
こ

れ
ま

で

起
信
論
の

中
国
撰
述
説
を

望
月

博
士

に

代
表
さ
せ

て
、

博
士
の

『

大
乗
起
信
論
之
研
究
』

の

内
容
の
→

端
を

紹
介
し

た
。

前
に

述
べ

た
よ

う
に

常

盤
博
士

を
は

じ
め

、

多
く
の

学
者
の

反
論
を

受
け
な

が

ら
も、

こ

の

望
月
説
は

同
時
に

多
く
の

賛
同
者
を

得
た

の

で

あ
る

。

梁
啓
超
氏
の

『

大
乗
起
信
論
考

証
』

（

大
正
十
三

年
）

に

至
っ

て

は、

望
月

説
に

全
面
的

に

賛
成
し

た
上
で

、

起
信
論
は

ま

さ
に

中
国

人
の

天

才
的
頭
脳
の

生
み

出
し

た

す
ば
ら

し

い

産
物
で

あ
る

と

讃
美

す
る

に

及
ん

で

い

る
。

し

か

し、

望
月

博
士

の

意
図
は、

起
信
論
の

讃
美
で

も
な

け
れ
ぽ、

逆
に

そ
の

価
値
を
低

く
お

さ

え
る

た
め

で

も
な
い

。

た
だ

ひ

と

え
に

伝
承
と

事
実
と

の

相
即

を

追

求

し

た

結

果
、

中
国
撰
述
説
に

な
っ

た

と

言
え
よ

う
。

　
こ

れ
ま
で

、

い

さ
さ

か

長
く

望
月
博
士
の

中
国
撰

述
説
に

言
及
し

た
の

は
、

ひ

と

え

に

柏

木
弘

雄

著

『

大
乗

起
信
論
の

研
究

−
大

乗
起
信
論
の

成

立
に

関
す
る

資
料
論

的
研
究
　
　
』

の

紹
介
を

す
る

、

そ

の

導
入

と
し
た

か

っ

た

か

ら
で

あ
る

。

本
書
は

「

は

し
が

き
」

に

よ

れ
ぽ
→

九
七
五

年
十
月
に

東

京
大
学

文
学
部
に

学
位
請
求
論
文
と
し

て

提
出
さ

れ
、

翌

年

N 工工
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学
位
が

授
け
ら

れ
た

も
の

を

骨
子
と
し

て
、

長
年
に

わ
た

る

起
信
論
研
究
を

、

「

成
立
に

関
わ
る

資
料
論
」

の
一

点
に

し

ぼ
っ

て

纒
め

ら

れ
た

も
の

で

あ
る

。

こ

の
一

点
に

し

ぼ
る
と

い

う
背
景
に

は

当
然

、

先
に

述

べ

た
と
こ

ろ

の

中
国
説
と

印
度
説
と
の

長
い

論
争
に

著
者
な

り
の

判
断
を

下
し

た

い

と
い

う

意
図
が

あ
る

か

ら
に

ほ

か

な

ら
な
い

。

そ

し

て
、

そ
れ
を

明
ら

か
に

し

て

い

く
こ

と
は

、

起
信
論
が
イ

ソ

ド

仏

教
思

想
と

中
国
仏

教
思
想
と
の

分
水
嶺
に

位
置
す
る

も
の

と

考
え

ら
れ
る

が

故
に

、

将
来
の

中
国
・

目

本
仏
教

の

研
究
に

対
す
る

方
法
論
上
の

基
盤
を

獲
得
す
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

は

な
い

か
、

ひ

い

て

は

二

千

年
以

上
に

も

及
ぶ

仏

教
と
い

う

様
肉

な
思

想
・

文
化
・

信

仰
の

奔
流
に

対
し
て
、

自
己
を

何
ら
か

の

形
で

積
極

的
に

位
置
づ

け
よ

う
と

す
る、

広
遠
な
る

仏
教
学
の

道
へ

の

確
か

な

道
標
と

な
る

の

で

は

な
い

か
、

と

考

え
る

。

「

は

し

が

き
」

の

中
で

著
者
は

起
信

論
を

取

り

上
げ
た

理
由
と

研
究
の

方
向
を
こ

の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

先
の

望
月
博
士

の

所
論
と
の

対
比
で

、

決

論
的
に

言
え
ば、

著
者
の

立
場
は

起
信
論
印
度
成

立

説
で

あ
る

。

し
か

し
、

真
諦
訳
出
と
さ

れ
る

テ

キ
ス

ト

は
、

真
諦
ま
た

は

彼
の

周
辺
の

訳

出
グ

ル

ー

プ

に

よ

っ

て
、

か

な
り

手
が

加
え
ら
れ
て

、

現
存
の

テ

キ

ス

ト

が

成
立
し
た

。

し
か

も
、

真
諦
訳
と

実
叉

難
陀

訳
を

厳
密
に

対
照
し

て

み

る

と
、

実
叉
難
陀
の

訳
出

状
況
な

ど
に

つ

い

て

は

不

明
点
が

あ
る
に

し

て

も、

実
叉
難
陀
訳
の

現
存
テ

キ

ス

ト

の

成
立
に

は

何
ら
か

の

形
で

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト
・

テ

キ

ス

ト

が

介

在
し
た

と

考
え
る

方
が

自
然
で

あ
る

、

と

言
う
。

　

今
、

煩
を

厭
わ

ず、

序
論
以
下
の

目
次
を

記
し
て

み

よ

う
。

　

序

論

　
　
一
　

本
研
究
の

目

的
と

包

含

す
る

資
料
の

範

　
　
　
囲

、

な
ら
び
に

方
法
論

　
　
二

　

起
信
論
の

テ

キ
ス

ト

　
　
三

　
起
信
論
の

註
解
・

研
究
に

た
い

す
る

史
的

　
　
　
概
観

　
　
　
1
　
総

　
説

　
　
　
2
　
各
　
論

　
　
四

　
古
註
釈
書
を

通
し
て

見
た

る

起
信
論
の

先

　
　
　
駆
思
想

　
第
一

章

　
起
信
論
の

成
立
に

関
連
す
る

資
料
の

性

　
　
格

　
　
緒
　
言

　
　
第
一

節
　
成
立
に

関
連
す
る

伝
承

資
料
の

検
討

　
　
　
一

　

経
録
の

記

載
事
項
に

た

い

す
る

解
釈

　
　
　
二

　
経
録
以
外
の

伝
承

資
料
の

性

格

　
　
第
二

節

　
馬
鳴
（

〉
砂

く
飴

oq
ず
O
萌

O
）

造
・

真
諦

　
　
　
（

聞
帥
目

帥

b
日

口
『

け

げ
9
）

訳
に

つ

い

て

　
　
　
一
　

馬
鳴
の

伝
記
・

伝
承
と

大
乗

起
信
論

『

大
乗
起
信
論
の

研
究
−
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
ー

』

（

吉
津
）

54321

は

じ
め

に

馬
鳴
の

伝
記

大
乗

菩
薩
と
し
て

の

馬
鳴
の

伝
承

松
濤
・

金
倉
説
に

つ

い

て

馬
鳴
の

名
に

帰
せ

ら
れ
て

い

る

作
品

　
　
　
　
リ

ス

ト

　
　
　
6
　
馬
鳴
と

起
信

論

　
　
二

　

真
諦
訳
出
の

伝
承
に

た
い

す
る

信
憑
性

　
　
　
1
　
緒
　
言

　
　
　
2
　
真
諦
に

関
す
る

伝

記
・

伝
承
の

性
格

　
　
　
　
か

ら

考
慮
さ

れ
る

べ

き
問

題

　
　
　
3
　
真
諦
訳
に

お

け
る

問
題
点
と

起
信
論

　
　
　
4
　
起
信
論
の

訳
語
例
に

関

す
る

二
、

三

　
　
　
　
の

問
題

　
第
三

節
　
起
信
論
撰
述
問
題
に

関
す
る

諸
説
の

　
　
検
討

　
　
一

　

緒

　
言

　
　一
一
　

起
信
論
中

国
撰
述
説
の

論
拠

　
　
三

　
イ

ン

ド

撰
述
説

、

な

ら
び

に

中
国
撰
述

　
　
　
説
に

た

い

す
る
批

判
的

見
解

　
第
四

節
　
起
信
論
の

成

立
に

関
す
る

問
題
点
の

　
　
　
整
理

第
二

章
　
起
信
論
伝
播
直

後
の

三

部
作

　
緒

　
言

　
第
一

節
　
曇
延
の

伝
記
と

曇
延
疏
の

性
格

　
　
　
　
　
　
　
　

二

五

三
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『

大
乗
起
信
論
の

研
究
−
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
ー

』

（

吉
津
）

第
二

節

　
涅
槃
師
曇
延
の

周

辺

　
　一
　

曇
延
の

学
系
に

お

け
る

摂
論
説
の

受
容

　
　
二

　

摂
大
乗
論
と

起
信
論

第
三

節
　
占
察
善
悪
業
報
経
に

含
ま
れ
る

起
信

　
　
論
説
の

特
徴

　
　
一
　

占
察
善
悪
業
報
経
に

見
ら
れ
る

疑
偽
経

　
　
　

典
と

し

て

の

性
格

　
　
二

　
占
察
善
悪
業
報
経
の

流
伝

　
　
三

　
占
察
善
悪
業
報
経
成
立

過
程
に

お

け
る

　
　
　

起
信
論

説
の

位
置
づ

け

　
　
　
1
　
上

巻
の

部

　
　
　
2

　
下

巻
の

部

　
第
四

節
　
起
信
論
か

ら
大

乗
止

観
法
門
へ

　
　
一
　

大
乗
止
観
法
門
の

根
本

的
立

場
・

序
説

　
　
　
1
　
大
乗
止

観
法
門
の

成

立
問

題
と

本
稿

　
　
　
　
の

狙
い

　
　
　
2
　
止
・

観
二

門
の

論
説
構
造
上
の

特
徴

　
　
　
3
　
大
乗
止
観
法
門
の

組
織

　
　
　
4
　
止
観
依

止

章
序
説

1
一

心
の

名
義

　
　
　
　
釈

ー

　
　
二

　
一

心
に

お

け
る

染
性
の

本

具

　
　
　
1
　
天
台
教
理
学
と

大
乗
止

観
法
門

　
　
　
2
　

唯
一

浄
心
に

お

け
る

染
浄
二

性
・

二

　
　
　
　
事
の

本
具

第
三

章
　
真
諦
訳
と

実
叉

難
陀
訳
と
の

比

較
研
究

　
第
一

節
　

真
諦
訳
の

整
合
性

　
第
二

節
　
新
・

旧
両
訳
の

比
較

　
　
一

　

新
・

旧
両
本
の

関
係
に

た
い

す
る

諸
説

　
　
　
と

新
訳
論
序
の

問
題
点

　
　一
一

比

較
対
照
作
業

　
第
三

節
　
問
題
の

整
理

　
第
四

節
　
新
・

旧
両

本
の

比
較
検
討
か

ら

導
き

　
　
出
さ

れ
る

問
題
点

第
四

章
　
起
信
論
思

想
の

課
題

　
緒

　
言

　
第
一

節

　
外
部
形
式
か
ら

見
た

起
信
論
思
想
の

　
　
課
題

　
　
一
　

起
信
論
自
身
の

表
現
を

通
じ

て

確
認
さ

　
　
　
れ
る

組
織

　
　
　
1
　
分
　
科

　
　
　
2
　
因
縁
分
の

立
場
と

論
説
と

の

関
係

　
　
　
3
　

十
二

門

論
・

十
住
毘

婆
沙
論

説
と
の

　
　
　
　
対
応

　
　
二

　
大
乗
（

摩
訶
衍
）

の

語
義
と

起
信
論
の

　
　
　
外
部
形
式

　
　
　
1
　
形
式
と

内
容

　
　
　
2
　

大
乗
（

摩
訶
衍
）

の

語
義
用
例
と

外

　
　
　
　
部
形
式
の

決
定

　
　
三

　
大
乗
総

摂
説
と
し
て

の

性
格

−
対

　
　
　
治
邪
執

・

分
別
発
趣

道
相
段
の

性

格
に

及

二

五

四

　
　
　
ぶ

−

　
　
四

　
外
部
形
式
の

後
分
と

し

て

の

勧
修
利

　
　
　
益

分

　
第
二

節

　
思
想
構
築
の

た
め

の

独

自
の

形
態

　
　
→

　

立
義
分
の

意
味

　
　
二

　
起
信
論
に

た
い

す
る

先
駆

思
想
の

領
域

　
　
　
に

関
す
る

問
題
点

　
　
　
1
　
所
言

法
者
謂

衆
生
心
に

つ

い

て

　
　
　
2
　
先
駆

思
想
の

領
域
に

関
す
る

試
論

　
　
　

i
と

く
に

如
来
蔵
系
経

典
か

ら
の

影

　
　
　
　

響
関
係
を

中
心
と

し
て

−

　
　
三

　
内
容
形
式
に

た

い

す
る

資
料

的
背
景

　
　
　
1
　

内
容

形
式
の

意
義

　
　
　
2
　
心
真

如
門
と
心

生
滅
門

　
　
　
3

体
・

相
・

用
の

三

大
義
に

た

い

す
る

　
　
　
　

思
想
的
背
景

結
　
語

　
〔

附
録
］

　
文
献
目

録

　
索
　
引
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Unlverslty

　
そ

れ
で

は

序
論
以

下
の

内
容
の

紹
介
を
し
よ

う
。

序
論
の
一

は

研
究
の

目
的

、

資
料
の

範
囲、

方

法
論

に

つ

い

て

述
べ

て

あ
る

。

目

的
は

ひ

と

え
に

起
信
論

の

成
立

を
で

き
る

だ

け
明

ら
か

に

す

る

こ

と

で

あ

る
。

そ
の

た

め

の

第
一

の

資
料
は

現
存
す
る

二

種
類

の

テ

キ

ス

ト
、

つ

ま

り
真
諦
訳
と

実
叉
難
陀
訳
と
の

二

本
で

あ
る

。

次
に

、

起
信
論
が

中
国
に

出
現
し

て

以
来

、

多
く
の

注

釈
書
が

著
わ
さ

れ
、

そ
の

間
に

起

信
論
に

関
す
る

中
国
仏
教

独
自
の

種
々

の

教
理
が
つ

み
か

さ
ね

ら

れ
て

き
た

。

著
者
の

い

わ

れ
る

「

起
信

論
思

想
」

で

あ
る

が
、

た
と

え
ぽ
華
厳
の

法
蔵
の

起

信
論
義
記
は

後
代
の

起
信

論
研
究
史
に

大
き
な

影
響

を
与
え

た
の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う

な
諸
注
釈
書
を

中

心
と

す
る

起
信
論
思

想
の

形

成
と、

今
問
題
の

起
信

論
自
体
の

立

場
と

は

明
ら
か

に
一

線
を
画
す
必

要
が

あ
る

。

し
か

し
、

起
信
論
の

成
立
に

つ

い

て

は

諸
注

釈
書
が

有
力
な
伝
承
を

保
っ

て

い

る

場
合
も
あ
る

の

で
、

そ
の

扱
い

方
に

注
意
す
る

、

と

述
べ

る
。

　
さ

ら
に、

そ
れ
ら
の

諸
注
釈
書
と
は

別
に

各

種
の

経
録
や

著
作
の

中
に

起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

伝
承

が

あ
る

の

で
、

そ

れ
ら

も
検
討
し

な

く
て

は

な
ら
な

い
。

そ
れ
ら
の

伝
承
の

解
釈
の

仕
方
に

よ

っ

て
、

中

国
成

立
か

印
度
撰
述
か

が

争
わ

れ
て

き
た
経

緯
も
あ

る

の

で
、

慎
重
な
扱
い

が

必

要
と

さ

れ
る

の

で

あ
る

。

　
以
上

の

よ

う
に

資
料
の

範

囲
は

多

岐
に

わ

た

る

が
、

そ

れ
ら
の

資
料
を

扱
う

根
本
的
態
度
と

も

言
う

べ

き

も
の

が

方
法
論
で

あ
る

。

こ

れ
に

つ

い

て

は

次

第
に

明

ら
か
に

な
る
よ

う
に、

起
信
論
そ

れ

自
身
の

思
想
に

つ

い

て

の

理
解
が

根
本
に

存
在
し

て
、

そ

れ

を

拠
り

ど
こ

ろ
と

し
て

逆
に

各
種
の

資
料
の

性

格
を

規
定
し

、

位
置
ず
け
る

方
法
を
確

立
し
た

と
い

え
よ

う
。

従
来
の

起
信
論
論
争
の

当

事
者
が

伝
承

資
料
に

多
分
に

よ

り
か

か

っ

て

議
論
し

、

ま

た、

い

わ

ゆ
る

起
信

論
思
想
と

起
信
論
自
体
の

立

場
と
の

問
の

差
異

に

も

無
自
覚
で

あ
っ

た

の

と

対
比

す
れ
ば

、

著
者
が

起
信

論
の

内
容
と

形
式
の

独
自
性
を

明
ら
か

に

し

て

い

く
こ

と

を
成

立

論
の

根
底
に

据
え
ら

れ
た
こ

と
は

画
期
的
な
こ

と
で

あ
る

。

　
さ
て

、

序
論
の

二

は

起
信
論
の

テ

キ
ス

ト

に

つ

い

て
、

各
種
の

も
の

を

紹
介
し

つ

つ
、

特
に

高
麗
蔵
本

を

各

種
の

テ

キ

ス

ト

で

校
合
し

た

宇

井

伯

寿

訳
注

『

大

乗

起
信

論
』

（

岩
波
文
庫

、

昭
和
一
一

年
）

を

基
と
し
て

、

現
存
最
古
の

写
本
で

あ
る
天

平

勝
宝
六

年
の

奥
書
を

も
つ

京
都
教
王

護
国
寺
塔
頭
観
智
院
蔵

本
（

天

本
と

略

称
）

と
の

対
校
を

厳
密
に

行
い

、

さ

ら
に

上

巻
の

み

現
存
し
て

い

る

曇
延
の

『

起
信

論
義

疏
』

（

『

曇
延
疏
』

と
略

称
）

の

本
文
中
に

含
ま

れ
て

い

る

牒
文
を

も
対
照
し

て
、

真
諦
訳
の

テ

キ
ス

ト

本

文
の

獲
得
に

つ

と

め

た
、

と

さ
れ
る

。

更
に

実
叉
難

陀
訳
に

つ

い

て

は

大
正

蔵
所
収

の

本

文
を

智
旭
の

『

大
乗
起
信
論
の

研
究
i
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
ー

』

（

吉
津
）

『

裂
網
疏
』

の

中
の

牒
文
と

対
照
し

た
。

そ
の

成
果

は

第
三

章
に

示
さ

れ
て

い

る
。

　
次
に

序
論
の

三

は

起
信
論
に

つ

い

て

の

研

究
及
び

注

釈
に

つ

い

て

概
観
し
た

も
の

で

あ
る

。

す
で

に

望

月
博
士
に

よ

る

先
に

取
り

上
げ
た

『

大

乗
起
信
論

之

研
究
』

や
、

さ
ら
に

後
の

『

講

述

大
乗
起
信

論
』

（

昭

和
一

三

年
）

に

詳
細
な
注
釈

書

＝
覧
が

提
示
さ

れ
て

い

る

の

で
、

著
者
は

先
ず
中

国
・

朝
鮮
の

現

存

の

も
の

の

み

を

取
り

上
げ、

歴
史

的
素

描

を

試

み

る
．

各
論
の

項
目

を

列
記
し

て

み

る

と

コ

心
二

門
大

意
」

、

「

曇
延
疏
」

、

「

曇
遷
と

起
信

論
」

、

「

起
信
伝
播

直
後
に

お

け
る

古
逸
文
献
の

可
能
性
」

、

「

起
信
の

三

疏
」 、

「

註
釈
書
に

お

け
る

固
有
の

問
題
意
識
」 、

「

賢

首
義
記
以
後
の

註
解
研
究
」

と

な
っ

て
い

る
が

、

こ

こ

で

は

起
信

論
思
想
の

形
成
展
開
の

歴

史
を

述
べ

な

が

ら

も、

起
信

論
が

中

国
に

出
現
し

た

直
後
の

文
献

と
、

後
代
の

そ

れ
と

を

弁
別
し

て
、

起
信
論
思
想
か

ら
解
放
さ

れ
た

視
点
を
次

第
に

獲
得
し
よ

う
と
の

音
心

図
を

伺
う
こ

と
が
で

き
る

。

さ

ら
に

諸

注
釈

書
に

お

け
る

固
有
の

問
題
意
識
を

抽
出
し

て
、

起
信
論
思
想

の

中
核
に

な
る

よ

う

な
テ

ー
マ

を

明
ら
か
に

し

て

い

る
。

例
え
ぽ

三

細
六

麁
と
八

識
と

の

配
当、

立
義
分

と

解
釈
分
と

の

科
文
上
の

対
配
な
ど
の

問
題
で

あ
る

が
、

こ

れ

ら
の

中
国
の

諸
注

釈
書
を

貫

く

問

題

意

識
、

つ

ま

り

起
信
論
思
想
の

現
実
と

後
に

著
者
が

第

二

五

五
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『

大
乗
起
信
論
の

研
究
−
夫
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的

研
究
ー

』

（

吉
津
）

四

章
で

明

ら

か

に

し

て

ゆ

く
「

起
信
論
思

想
の

課

頴
匚

と

は

鮮
か

な
コ

ソ

ト

ラ

ス

ト

を

成
し
て

い

る
。

　
先
の

諸
註
釈
書
に

み

ら
れ
る

中
国
仏

教
独

自
の

問

題
意
識
が

内
向
的
で

あ
る

の

に

対
比

す
れ
ば、

序
論

四
の

諸

註
釈
書
に

み
ら

れ
る

先
駆
思

想
の

検
討
は、

外
向
的
と
い

え
よ

う
。

起
信

論
の

個
々

の

教
説
が、

先
行
の

経
律
論
の

い

ず
れ
に

基
づ

い

て

い

る

か

を、

諸
注
釈

書
の

中
で

特
に

古
来
起
信
論
の

三

大
注

釈
書

と
い

わ

れ
て

い

る

浄
影
寺
慧
遠

・

元
暁
・

法
蔵
な

ど

の

言
及
に

つ

い

て

整
理
し

た

も
の

で

あ
る

。

こ

の

試

み

も
そ

れ
ぞ
れ
の

注
釈
者
が

個
々

の

教
説
の

背
景
に

ど
の

よ

う
な

経
論
を

認
定
す
る

か
と
い

う

点
に

お

い

て
は

、

彼
ら
の

起
信
論
の

成

立
に

関
す
る

意
見
を

伺

う
こ

と
が
で

き
る

。

た

と
え
ば

慧
遠
が

「

楞
伽
経
に

依
っ

て

起
信
論
一

巻
を

造

出
せ

り
」

（

正

蔵
四
四
・

一

七

六

上
）

と

言
う
よ

う
な

発
言
は

、

一

種
の

成
立

史
へ

の

言

及
と

も

受
け
と
る

こ

と
が
で

き
よ

う
。

し

か

し

著
者
は

各
注
釈
老
の

言
及
は

、

あ
る

特
定
の

経

論
に

全
面

的
に

拠
っ

て

い

る

わ
け
で

は

な
く、

い

ろ

い

ろ
の

経
論
か
ら

起
信

論
の

教
説
に

同
類
の

部
分
を

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

し
て

き
た

に

す

ぎ
ず

、

し

か

も

起

信

論
の

教
説
の

中
心
と

考
え

ら
れ
る

衆
生
心

（

一

心
）

、

二

門
、

四

信
、

五

行
な
ど
に

は、

む
し

ろ

先
駆
経

論

の

指
摘
が

な
い

た
め

に
、

結
論
的
に

は

諸
注
釈
書
で

言
及
さ

れ
て

い

る

諸
経
論
の

思
想
と

起
信
論
の

そ
れ

と
は

断
絶
し

て

い

る
、

と

言
わ

れ
る

。

先
の

慧
遠
の

言

及

も
起
信
論
が
如
来
蔵
と

阿
梨
耶
識
と
を

結
び
つ

け
て

い

る

所
に

注
目
し

て

『

楞
伽
』

に

言
及

す
る
け

れ

ど
も、

慧
遠
の

注
釈
が

徹
底
し
て

終
始
『

楞
伽
』

に

拠
っ

て

い

る

と
は

言

え

な
い

の

で

あ
る

。

従
っ

て
、

こ

の

検
討
の

結
果
は

、

起
信

論
の

成
立
へ

の

積

極
的
視
点
を

与
え
る
と
い

う
よ

り
も

注
釈

者
の

固

有

の

問
題
意
識
を

補
完
し

、

一

段
と

起
信
論
思

想
を
展

開
す
る

教
証
と

し
て

の

側
面
が

強
い

こ

と

が

知
ら

れ

た
の

で

あ
る

。

つ

ま

り
、

注
釈
者
の

言
及
の

ま

ま
に

起
信
論
の

先
駆
思
想
を

認
定
し

、

そ
の

先
駆
思
想
に

基
く
起
信
論
の

成
立
を

論

証
す
る
こ

と
は

で

き
な
い

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

し

か

し
、

成

立
問
題
に

短

絡

的
に

結
び
つ

け

な
い

限
り
に

お

い

て

は
、

こ

の

項
に

お

け
る

整
理
検
討
が、

特
に

第
四

章
の

起
信

論
の

独

自

性
を

明
ら
か

に

す
る

際
の
一

つ

の

資
料
と

な
り

得

る

よ

う
で

あ
る

。

　

以

上、

序
論
に

お

い

て
、

研
究
目

的
、

資
料

、

方

法
論
を

提
示
し

、

さ

ら
に

起
信
論
の

テ

キ

ス

ト
、

諸

註
釈

書
の

検
討
を
な

し

終
え
た

。

特
に

諸
注
釈
書
の

中
で

起
信
論
成
立
に

関
わ
る

資
料
的
側
面
の

密
度
が

測
ら

れ
た
と

言
え
よ

う
。

そ
の

結
果、

ほ

と
ん

ど
が

中
国
仏
教
教
学

者
固
有
の

問
題
意
識
で

彩
ら

れ
て

お

り
、

そ
れ
ら
の

言
及
を

と

う
て

い

ス

ト

レ

ー

ト

に

成

立
の

問
題
を

結
び
つ

け
る

こ

と
は

で

き
な
い

と
い

う

二

五
六

こ

と

が
明

ら
か

に

な
っ

た
と
い

え

よ

う
。

　
さ
て
、

い

よ

い

よ

起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

各
種

の

伝
承
を

検
討
す
る

の

が

第
一

章
で

あ
る

。

そ
の

第

一

節
は

先
ず
論
争
の
一

番
の

資
料
で

あ
っ

た

経
録
の

検
討
で

あ
る

が
、

著
者
は

経

録
資
料
を
だ

い

た

い

年

代
順
に

列
挙
し
、

考
察

す
る

。

　

ω
『

法

経
録
』

巻
五

（

五

九
四

年
）

　
 
『

歴
代
三

宝
紀
』

巻
十
一

（

五

九
七

年）

　

 
『

仁
寿
録
』

巻
一

（

六

〇
二

年
）

　
ω
『

静
泰
録
』

巻
一

（

六
六

六

年
）

　
 
『

大
唐
内
典
録
』

巻
四

（

六
六

四

年
）

　
 
『

古
今
訳
経
図
紀
』

巻
四

（

六

六

四

−
六

六

六
）

　
ω
『

大
周
録
』

巻
六

（

六

九
五

年
）

　
 
『

開
元
録
』

巻
六

（

七
三

〇
年
）

　
こ

れ
ら
の

諸
経

録
の

中
で

、

起
信
論
の

訳
出
と

訳

出

年
次

、

訳
所
に

関
す
る

伝
承
資
料
と

し
て

は

ω
 

 
の

三

経
録
が

基
本
で

あ
る

と
い

う
。

し
か

し、

そ

の

中
で

第
一

の

『

法
経

録
』

が

前
述
の

よ

う
に

真

諦

録
に

起
信

論
が

入
っ

て

い

な
い

か

ら
と

し
イ

丶

疑
惑

の

部
に

収
め

て

い

る

こ

と
が

問
題
と

な
る

が
、

そ

れ

は

第
二

節
の

二

で

検
討

さ
れ
る

。

　
次
に

経
録
以
外
の

伝
承
資
料
の

検
討
で

あ
る
が

、

ω
『

曇
延

疏
』

が

馬
鳴

作
を
明

記

す

る

こ

と、

ω

『

浄
影
疏
』

お

よ

び

『

大
乗
義
章
』

に

お

け
る

馬
鳴

作
の

明
記

、

 
吉
蔵
が

馬
鳴
論
と

し
て

起
信
論
を

引
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Unlverslty

く
こ

と
、

ω
現
行
の

『

天
台
小
止
観
』

に

お

け
る

起

信
論
の

引
用

、

 
偽
経
で

あ
る
『

占
察
善
悪
業
報
経
』

の

起
信
論
の

依
用

、

 
『

大
乗
止

観
法
門
』

の

起
信

論
の

依

用
、

ω
慧
均
の

『

四

論
玄
義
』

に

お

け
る

起

信
論

偽
作
説

、

 
新

羅
珍
嵩
所
伝
の

偽
作

説
、

 
玄

奘
に

よ

る

起
信
論
梵
訳
説、

 
真
諦
訳
に

付
い

て

い

る

序
文
に

つ

い

て
、

の

十

項
目

を

取

り

上

げ
て

い

る
。

そ
し

て
、

こ

れ
ら
の

中
で

一

番
重

要
な
証
言

は

ω
と

 
で

あ
り、

次
い

で

 
が

確
実
な

資

料
で

あ

る
。

 
 
は

更
に

検
討
の

余
地
が

あ
り、

ω
は

論
争

の

中
で

中
国
撰
述
説
の

有
力
な

証
拠
と

な
っ

た

が
、

他
の

よ

り

確
実
な

資
料
に

も
と
つ

い

た

中
国
説
が

示

さ

れ
た

場
合
に

は
、

そ
の

傍
証
と

な
り

え
る

け
れ
ど

も
、

そ
れ
自

体
と
し

て

の

資
料

的
価
値
は

低
い

と

断

定
す
る

。

ま

た

 
 
 
 
の

伝
承
は

い

ず
れ
も

、

中

国
仏
教
に

お

い

て

起
信
論
が

伝
播
す
る

過
程
で

、

各

種
の

教
学
的
事
情
を

反
映
し

た

資
料
と

考
え

ら
れ
る

の

で
、

今
問
題
の

起
信

論
の

成
立
を

考
察
す
る

資
料

と
し

て

は

除
外
す
べ

き
で

あ
る

と

す
る

。

　

さ
て

、

起
信
論
真
偽
論
争
の

ポ

イ

ン

ト

は

馬
鳴
造

と

真
諦
訳
と
の

二

つ

に

次
第
に

し

ぼ
ら

れ
て

い

っ

た

と

言
っ

て

よ

い

で

あ
ろ

う
。

そ
こ

で
、

改
め

て
、

第

二

節
で

馬
鳴
と

真
諦
と

、

起
信
論
と
の

接
点
を

考
え

る
。

か

の

『

仏
所
行
讃
』

を

書
い

た

紀
元

後
】

○
○

ー
一

五

〇
年
ご

ろ
の

馬
鳴
（

〉
い

く
僧

瞬
げ
o
覗

巴

を

起
信

論
の

作
者
と
し

て

認
定
で

ぎ
る

か

と
い

う

問
題
で

あ

る

が
、

著
者
は

先
の

伝
承

資
料
で

検
討
し

た
よ

う
に

中
国
へ

の

伝
播
の

当
初
に

お

い

て
、

曇
延
・

慧
遠
・

吉
蔵
と
い

っ

た

当

代
の

巨

匠
た
ち
が

起
信
論
を

「

馬

鳴
の

論
」

と
し

て

い

る

事
実
以

上
に

、

さ

ら
に

遡
っ

て

起
信
論
と

馬
鳴
と
を

結
び

つ

け

る

資
料
は

な

い

し、

ま
た

仏
教
詩
人
で

あ
る

馬

鳴
と

起
信
論
と
を

結

び

つ

け
た

り
、

ま
た

そ
の

関
係
を

否
定
し

た
り

す
る

こ

と
、

つ

ま

り

馬
鳴
の

著
者
性
は

起
信

論
の

成

立
に

と
っ

て

本

質
的
な

問
題
で

は

な
い

と

す
る

。

も
っ

と

言
え
ば、

印
度
に

お

い

て
、

さ

ら
に

中
国
に

伝
播
し

て

後
で

す
ら

、

か

の

有
名
な

馬
鳴
に

作
者
名
を

仮
託

し

え
る

可
能
性
の

あ
る

こ

と

を

示
唆
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

　
次
に

真
諦

（

勺
9
「
m
ゴ

P
卿
『
け

げ
09
）

訳
に

つ

い

て

は

ど

う
で

あ
ろ

う
か

。

既
に

検
討

ず
み

の

経

録
の

記

事

と
、

さ

ら
に

真
諦
の

伝
記
の

考
証
が

必

要
と

な
る

。

伝
記
に

つ

い

て

は

既
に

宇
井
伯
寿
博
士

に

「

真
諦
三

蔵
伝
の

研
究
」

（

『

印
度
哲
学
研
究
』

第
六

所
収
）

が

あ
り

、

著
者
も
こ

の

研
究
を
参
酌
す
る
が

、

宇
井
博

士

が

『

歴

代
三

宝

紀
』

を

重

視
す
る

こ

と
に

つ

い

て

は、

そ
の

危
険
性
を

指
摘
す
る

。

し

か

し
、

望
月
博

士
の

よ

う
に

『

法
経
録
』

　一

辺

倒
で

、

『

歴
代
三

宝

紀
』

を

全
く

認
め

な
い

態
度
に

は
与
せ

ず、

道
宣
の

『

続
高
僧
伝
』

巻
一

所
収
の

真
諦
伝
を
再
検
討
し
て

、

『

大
乗
起
信
論
の

研
究
ー
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
1

』

（

吉
津
）

そ
の

中
に

は

起
信
論
に

つ

い

て

何
ら

言
及
し

て

い

な

い

け

れ
ど

も
、

道
宣
は

『

三

宝
紀
』

が

基
づ

い

た

の

と
同

類
の

真
諦
伝
と

伝
承
に

よ

っ

て

お

り、

逆
に

『

法
経
録
』

は

そ
れ
ら
の

資
料
を

見
逃
し
て

い

た

可

能
性
が

あ
る

こ

と
を

指
摘
す
る

。

つ

ま

り
、

道
宣
は

真
諦
に

関
し
て

僧
宗
の

『

行
状
』

、

曹
毘
の
『

別
歴
』

、

智
敷
の

『

翻
訳
歴
』

な
ど
が

存
在
し

た
と
い

う
が

、

『

法
経
録
』

が

『

真
諦
録
』

と

呼
ぶ

も
の

は

い

ず
れ

で

あ
っ

た
の

か

と
い

う
問

題
も
あ
る

し
、

『

法
経
録
』

が

見
な
か
っ

た

も
の

を

『

歴

代
三

宝

紀
』

が

参
照
し

た

可
能
性
は

大
い

に

あ
り、

ま
た

逆
も
考
え

ら
れ
る

か
ら
で

あ
る

。

従
っ

て
、

真
諦
の

流
浪
の
一

生
を

考

慮
に

入

れ
る

な

ら
ば

、

彼
の

伝
記、

彼
の

翻
訳
目

録

に

は
、

か

な
り

の

誤
差
が

許
容
さ

れ
る
べ

き
で

あ
っ

て
、

経

録
の

軽
重
を

論
じ

て

も
問
題
の

解
決
に

は

な

ら
な
い

と

さ
れ

る
。

　
そ

れ
よ

り

も
む
し

ろ
中
国
伝
播
後
の

起
信
論
が

真

諦
訳
出
の

『

摂
大

乗
論
』

及
び

『

同
・

世
親
釈
』

の

研
究
講
説
と

密
接
な
関
連
を

持
っ

て
、

流
伝
し

て

い

る

事
実
の

方
を

重
視
す
べ

き
で

あ
る

と
い

う
。

こ

れ

は

『

続
高
僧
伝
』

が

起
信
論
講
説

者
と

し
て

伝
え

る

諸
師
は

い

ず
れ
も
『

摂
大
乗
論
』

の

宣
揚
者
で

あ
っ

た

と

い

う
こ

と
、

ま
た

第
二

章
で

扱
う

『

曇
延
疏
』

が

ま
さ
に

起
信
論
を

『

摂
論
』

の

教

学
で

注
釈
し
て

い

る

こ

と
に

よ

っ

て

も
知
ら

れ
る

の

で

あ
る

。

二

五

七
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『

大
乗
起
信
論
の

研

究
−
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
1

』

（

吉
津
）

　

次
の

第
三

節
は

従
来
の

中
国
撰
述
説
お
よ
び

印
度

撰
述
説
の

検
討
で

あ
る

。

す
で

に

論
争
の

材
料
に

な

る

資
料
に

つ

い

て

は、

ほ

と
ん

ど

前
二

節
に

お

い

て

著
者
の

考
え
が

示
さ

れ
て

い

る

の

で
、

こ

こ

で

は

各

説
の

立
論
の

根
拠
と

論
述
の

梗
概
が

示
さ

れ
る

。

中

国
説
を

主
張
し

た

人
と

し
て

は

望
月

博
士

と

村
上
博

士
と
の

二

人
が

あ
げ
ら
れ
る

が
、

先
ず
望
月
博
士
の

所
論
を

発
表
の

順
に

要
点
の

み

列
挙

す
る

。

こ

の

点

は

こ

の

小
論
の

冒

頭
で

も

少
々

ふ

れ
た
の

で
、

今
は

省
略
す
る

。

と

も
か

く
望
月

博
士

の

論

述
は

幅
広
い

資
料
の

提
示
の

上
に

進
め

ら

れ
た
徹
底
し

た

中
国
説

で

あ
っ

た

が
、

そ
れ
に

比
べ

る

と

村
上
博
士
は

よ

り

仏
教
思
想

史
の

展
開
に

考
慮
し、

中

国
説
を
お

し

通

そ
う
と

す
る

意
図
は

稀

薄
で

あ
る

と、

述
べ

ら

れ

る
。

　
次
に

積
極
的
な
イ

ン

ド

撰
述
説

、

あ
る

い

は

先
の

中
国
説
へ

の

批
判
が

ま
と
め

ら

れ
る

。

前
田

慧
雲
・

境
野
黄

洋
・

松
本
文
三

郎
・

羽

渓
了
諦
・

常
盤

大
定

・

林
屋

友
次
郎
・

赤
沼

智
善
・

西
尾

京
雄
・

鈴
木
宗

忠
・

宇
井
伯
寿
・

松
濤
誠
廉
・

金

倉
圓

照
・

平

川
彰

な
ど
の

諸
学
者
の

意
見
に

検
討
を

加
え
て

い

る
。

　
以
上
の

諸
資
料

、

諸
説
に

検
討
を

加
え
た

上
で

著

者
自
身
の

立
場
と

、

解
明
す
べ

き
問
題
点
を

整
理
し

た
の

が

第
四

節
で

あ
る

。

著
者
は

こ

れ
ま
で

の

所
論

を
三

っ

に

ま

と
め

る
。

第
「

に

は

起
信
論
の

教
説
は

主

要
な
大

乗
経
論
が
一

応
出
そ
ろ

っ

た

後
に

成
立
し

た
と

考
え
ら

れ
る
か

ら
、

お

よ
そ
二

世
紀
に

活
躍
し

た

仏
教
詩
人

馬
鳴
に

積
極
的
に

結
び

つ

け
る

こ

と

は

で

き
な

い
。

第
二

に

馬
鳴
と
い

う

作
者
名
は

イ

ソ

ド

に

お

け
る

同

名
異
人
と

考
え
る

こ

と

も
で

き
る

が
、

仏
教
詩
人
で

あ
る

馬
鳴
へ

の

付
託

と

も
考
え

ら
れ

、

そ
の

付
託
の

場

所
は

イ
ン

ド
、

中
国
い

ず
れ
に

も
可

能
性
が

あ
る

。

第
三
に

真
諦
訳
に

つ

い

て

は

伝
播
直

後
の

経
録
の

伝
承
が

重
ん

ぜ
ら
れ

る
べ

き

で
、

『

法

経
録
』

の

記
事
も

真
諦
訳
出
を

全
面

的
に

否
定
し

た

と
の

み

受
け
と
め

る

必

要
は

な
い

。

ま
た

真
諦
訳
摂

論
の

流
伝
に

起
信

論
が
一

体
と
な

っ

て

い

る

事
例
の

多
い

こ

と

も
起
信

論
を

真
諦
訳
出
に

か

か

わ

る

も
の

と

認
め

て

よ

い

と

考
え
る

傍
証
と

な

る

で

あ
ろ

う
。

　
そ
こ

で
、

著
者
自
身
は

次
の

よ

う
に

推
定

す
る

。

「

起
信
論
は

五

世
紀
な
い

し

六

世
紀
に

、

イ
ン

ド

も

し

く
は

中
国
（

ま

た
は

扶

南
、

等
の

地
）

に

お

い

て
、

イ
ン

ド

仏
教
思
潮
の

直
接
の

延
長
線
上
に

お

い

て
、

そ
の

理

論
が

構
築
さ

れ、

お

そ
ら

く
真
諦
ま
た

は

彼
の

周

辺
に

属
す
る

訳
出
グ

ル

ー

プ

の

中
の

な
ん

ぴ
と

か

に

よ

っ

て

中
国
に

お
い

て

訳
出
さ
れ
た

。

し

か

も
、

訳

出
の

状
況
に

関
し

て

は
、

訳

出
者
の

誦
出

に

も
と

づ

き
な
が

ら
も、

中

国
仏
教
者
を

含
め

た

訳

出
グ
ル

ー

プ

に

よ

っ

て
、

か

な
り
手
が

加
え
ら

れ
る

こ

と
に

ょ

っ

て

現
存
テ

キ
ス

ト

が

成
立
し

た
。

」

と
。

二

五

八

　

第
二

章
に

移
ろ

う
。

本
章
は

起
信
論
が

中
国
に

伝

播
し

た

直
後
の

三
つ

の

書
物
に

つ

い

て

検
討
を

加
え

る
。

三

つ

の

書
物
と

は

『

曇
延

疏
』

と
『

占
察
善
悪

業
報
経
』

（

『

占

察
経
』

と

称
略
）

と

『

大

乗
止
観
法

門
』

と
で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

三

つ

を
こ

こ

で

取
扱
う

理
由
は、

起
信
論
の

伝
播
直
後
の

著
作
を

み

る

こ

と

に

よ

っ

て

起
信
論
の

最
古
の

受
容
の

形
態
を
知
る

と

と

も
に、

そ

れ
ら
三

つ

の

著
作
も

既
に

中
国
仏
教
の

教
理

学
固
有
の

問
題
意
識
に

貫
か

れ

て

い

る

た

め

に
、

起
信
論

自
体
の

立
場
か

ら
は

い

か

に

断
絶
し

て

い

る

か

を

確
認
す
る
た

め

で

あ
る

。

　
先
ず
始
め

に

『

曇
延
疏
』

で

あ
る

が
、

現
存
の

も

の

と
し

て

は
一

番
早
い

注
釈
書
で

あ

り
、

そ
れ
が

徹

底
し

て

真
諦

訳
『

摂
論
』

、

お

よ

び

『

同
論
世
親
釈
』

に

準
拠
し

た

も
の

で

あ
る

こ

と
が

注
目
さ

れ
る

。

だ

い

た

い

曇
延
は

『

涅
槃
経
』

の

大

家

と

し

て

知
ら

れ
、

伝
記
に

は

起
信
論
や

『

摂
論
』

の

受
学
研
究
講

説
の

事
実
は

な
い

の

で

あ
る
が

、

こ

こ

で

著
者
は

曇

延
の

多
く
の

弟
子
た

ち
の

中
に

『

摂
論
』

の

学
説
を

次
第
に

重
視
す
る

傾
向
が

出
て

き
て

い

る

こ

と、

さ

ら
に

『

続
高
僧
伝
』

が

起
信

論
の

講
説
者
と

し
て

伝

え
る

諸
師
が

、

い

ず
れ
も

『

摂
論
』

の

流

布
に

努
め

た

人
で

あ
る
こ

と
、

す
な
わ
ち

涅
槃
師
曇
延
の

周
辺

に

は

『

摂
論
』

流
行
の

趨
勢
が

あ
り

、

し
た
が

っ

て

起
信
論
を

『

摂
論
』

　
の

教
説
で

注
釈
し

た

『

曇
延
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疏
』

の

よ
う

な

存
在
も、

け
っ

し

て

不

自
然
で

は

あ

り
え
な
い

と

言
う

。

　
次
に

『

占
察
経
』

で

あ
る
が
、

望
月

博
士

は

こ

の

経
典
に

よ

っ

て

起
信
論
が

偽
作
さ

れ
た
と

主
張
さ

れ

た

け

れ
ど

も
、

著
者
は

逆
に

起
信
論
と

『

十

輪
経
』

に

基
づ

い

て

『

占
察
経
』

が
偽
作
さ
れ
た

様
子
を

示

す
。

上
下
二

巻
の

う
ち

、

上
巻
は

『

十

輪
経
』

に

よ

り
、

下
巻
が

起
信

論
に

よ

る

の

で

あ
る

が、

特
に

コ

実
境
界
」

と

い

う

言
葉
を

中
心
に

し

て

起
信

論

の

教
説
が

引
用
さ
れ、

心
真
如
と

心

生
減
の

二

門
の

体
系
は

無

視
さ

れ
て

い

る
。

こ

の
→

実
境
界
と
い

う

『

占
察
経
』

の

立

場
は

の

ち

の

『

釈

摩
詞
衍
論
』

の

「

不
二

摩
訶
衍
」

の

そ
れ
へ

と

関
連
す
る

と

述
べ

ら

れ
る

。

　
三

部
作
の

最
後
は

『

止

観
法
門
』

で

あ
る

が
、

本

書
は

現

存
本
で

は

「

南
岳
慧
思
禅
師

曲
授
心

要
」

と

あ
り

、

天

台
教
学
の

中
で

重

視
さ
れ
て

い

る
。

そ
の

撰
者
に

つ

い

て

も
諸
説
あ
る

が

著
者
は

古
来
わ
が

国

の
一

部
に

伝
わ
る

摂
論
師

曇
遷
（

五

四
二

ー
六

〇
七
）

を

撰
者
と

す
る

説
を

よ

り

合
理

的
と

考
え
る

。

そ

れ
は

『

止

観
法
門
』

の

内
容
が

起
信
論
の

特
に

止
観

に

焦
点
を

あ
て

つ

つ
、

さ

ら

に

真

諦

訳
『

摂
大

乗

論
』

、

『

同
世
親
釈
』

を

援
用
し

て
、

註
釈
さ

れ
て

い

る
か

ら
で

あ
る

。

起
信
論
の

注
釈
も
あ
っ

た

こ

と
が

確
実
で

、

し
か

も

摂
論
宗
の

開
祖
と

も
称
さ

れ
、

さ

ら
に

習

禅
篇
に

立

伝
さ

れ
る

曇
遷
の

撰
述
に

ふ

さ

わ

し
い

と
さ

れ
る

。

そ
の

起
信
と

『

摂
論
』

の

交
流
は

先
の

『

曇
延
疏
』

と

共
通
の

も
の

で

あ
り

、

伝
播
直

後
の

起
信
論
の

受
容
の
一

つ

の

あ
り

方
を
示

す
も
の

で

あ
る

が
、

そ
れ
が

後
代
に

な
っ

て

天

台
教
学
で

重

ん

ぜ

ら
れ
る

理
由
は
一

つ

に

は

論

全
体
が

止

観
で

統

一

さ

れ
て

い

る

こ

と
が

天
台
止

観
と

共

通
す
る

こ

と
、

ま
た

論
で
一

心
に

染
浄
二

法
を

具
有
す
る

と
い

わ

れ
る

う
ち
の

特
に

染
性
の

具
有
が

天
台
の

如
来
性

悪
思
想
の

理
論
と

関
連
し

た
か

ら
で

あ
ろ

う
と

言
わ

れ
る

。

　
こ

の

第
二

章
は

全
体
の

流
れ
か

ら

す
れ
ば

附

論
的

な
性
格
を

も
つ

が
、

従
来
起
信
の

三

疏
と

呼
ぽ
れ

る

慧
遠
・

元

暁
・

法
蔵
の

諸
注
釈
書
以
前
に

、

し
か

も

起
信
論
伝
播
の

早
い

時

期
に

、

す
で

に

ユ

ニ

ー

ク

な

起
信
論
受
用
の

事
実
が

あ
っ

た
こ

と
、

そ
れ
は

あ
く

ま
で

中
国
仏
教
固
有
の

問
題
意
識
に

基
く
と

い

う
点

で

は

す
で

に

起
信
論
思

想
に

属
す
る

も
の

で

あ
り

な

が

ら、

伝
播
直
後
の

受
用
で

あ
る

か

ら、

伝

播
の

事

情
の

余
韻
を

伝
え
て

い

る

面
が

伺
わ

れ
る
こ

と
が

重

要
で

あ
る

。

そ
れ
は

『

曇
延
疏
』

や

『

止

観
法
門
』

に

お

け
る

真
諦
訳

『

摂
大

乗
論
』

と

起
信
論
と
の

接

点
で

あ
り

、

著
者
の

推
定
の

う
ち

で

起
信
論
が

「

お

そ

ら
く
真
諦
ま
た

は

彼
の

周
辺
に

属
す
る

訳
出
グ

ル

ー

プ

の

中
の

な
ん

ぴ
と
か

に

ょ
っ

て

中
国
に

お

い

て

『

大
乗
起
信
論
の

研
究
−
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
ー

』

（

吉
津
）

訳
出
さ

れ
た

。

」

と

い

う

所
を

傍
証
す
る

も
の

で

あ

ろ
う

。

そ
う

考
え

る
な

ら
ば
、

決
し

て

附
論
と
位
置

づ

け
ら

れ
る

章
で

は
な

く
、

真
諦

訳
の

真
偽
に

迫
る

内
容
を

担
っ

て

い

る
と
い

え
よ

う
。

　
第
三

章
は

真
諦
訳
（

P
本
と
略

称
）

と

実
叉
難
陀

訳
（

S
本
と

略
称
）

と
の

比

較
対

照
を

通
し

て
、

真

諦
訳
の

特
色
を
さ

ぐ
る

と

同
時
に

、

実
叉

難
陀
訳
の

訳

出
事
情
の

真
実
に

迫
ろ
う
と

す
る

。

起
信
論
の

成

立
を

論
ず
る

場
合
の

第
一

資
料
は

、

あ
く
ま
で
、

こ

れ

ら
二

種
の

テ

キ

ス

ト

な
の

で

あ
る

か

ら
、

こ

れ
ら

テ

キ

ス

ト

の

検
討
を

通
し

て

得
ら

れ
た

結
論
は

、

た

と

え
そ

れ
が

部
分
的
な
も
の

で

あ
っ

て

も
、

成

立
問

題
の

第
一

次

資
料
で

あ
る

し
、

ま

た
、

そ
れ
は

起
信

論
自

身
の

立

場
を

闡
明
す
る

方
向
に

役
立
つ

で

あ
ろ

う
、

と
い

わ

れ
る

。

特
に

P
本

は

第
一

訳

で

あ
る

し
、

ま

た
成

立
問

題
を

議
論
す
る

際
に

は

S
本
以
上

に

そ
の

テ

キ

ス

ト

の

性

格
を
明
ら
か

に

し
て

お

か

な

く
て

は

な
ら

な
い

。

ま

た
S
本
の

性
格
を

明
ら
か

に

す
る

こ

と

も
、

従
来
の

玄
奘
に

よ

る

P
本
の

梵
語
訳

の

再

訳
本
と

い

う
よ

う
な

説
の

妥
当
か

否
か

を

決
定

す
る

こ

と
に

連
な
る
で

あ
ろ

う
。

　

先
ず
S
本
と

比
ぺ

て

P
本
の

整
合
性
が

指
摘
さ

れ

る
。

つ

ま

り
論
自
体
の

段
、

章
の

分
科
の

部
分
が

明

ら
か

に

な
る

よ

う
に

修
辞
が

全
篇
に

わ
た

っ

て

加
え

ら

れ
て

い

る
。

た
と

え
ば
論
の

冒

頭
で

S
本
で

は

二

五

九
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『

大
乗
起
信
論
の

研
究
i
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
1

』

（

吉
津
）

「

説
有
五

分
」

と

あ
る

所
が
P
本
で

は

「

説
有
五

分
、

む

　
り

　
む

　

む

云
何
為
五
」

と

接
続
的
な

修
辞
が

加
わ

っ

た

り
、

特

に

論
ず
べ

き
テ

ー
マ

を

明

確
に

す
る

た

め

に

「

者
」

字
を

捜
入
し

た

り
す
る

。

　

さ
て

、

具
体
的
な

両
本
の

比

較

対

照

作
業
の

結

果
、

両

本
の

文
章
が

ま
っ

た

く
一

致

す
る

部

分
か

ら
、

差
異
が

顕
著
で

あ
る

部
分
ま
で

を

六

項
に

分
け

て

分
類
す
る

。

ω
は

P
・

S
両
本
が
一

致
す
る

点
で

あ
る

が
、

こ

れ
は

全
く
同
一

で

あ
る

部
分
と
S
本
の

章
句

が

機
械
的
に

順
に

P
本
か

ら

摘
出
さ
れ

え
る

部

分
、

さ
ら

に

「

摩
訶
衍
」

（

大
乗
）

と

六

波

羅
蜜
の

名
称
を

、

意
識
的
に

音
訳
語
と

意
訳
語
に

分
っ

て

使

う
P
本
の

用
例
を

、

S
本
が

そ
の

ま
ま

継
承
し

て

い

る

部
分
と

が
あ

り、

S
本
の

成
立
に

際
し

て
、

サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト
・

テ

キ

ス

ト

の

有
無
に

関
わ
り

な
く

、

P
本
が

大
い

に

利
用
さ

れ
て

い

る

こ

と
が

わ
か

る
。

　

次
に

 
S
本
が

P
本
の

趣
意
を

ま
と
め

、

補
足
し

た

関
係
に

あ
る

部
分、

さ

ら
に

 
P
・

S
両

本
の

間

で

の

文

章
・

語
句
の

顛
倒
の

あ
る

部

分
に

つ

い

て
、

著
者
は

、

原
典
の

差
異

、

ま

た
は

原
典
か

ら
の

訳
出

の

仕
方
の

差

異
、

あ
る
い

は

訳
出
者
自

身
に

ょ

る

増

補
、

縮
小
の

い

ず
れ
と
も
考
え

う
る
と

言
う
。

　

次
に

←0
主

要
な

術
語
に

み

ら

れ
る

差

異
で

あ
る

が
、

S
本
の

語
彙
に

は

明
ら
か

に

P
本
か

ら
ヒ

ン

ト

を

得
て

作
ら
れ
た

も
の

が

多
い

。

さ
ら
に

 
P
・

S

両
本
の

間
の

語
法
上
の

差
異
と

は
、

先
に

既
に

述
べ

た

よ

う
に

S
本
に

比
べ

て

P
本
に

多
く
修
辞
が

加
え

ら

れ
て

い

る

事
実
で

あ
る

。

　

 
P
・

S
両

本
の

間
の

差
異
が

比
較
的
顕
著
な

例

と
し

て

は

全
体
で

六

例
挙
げ
ら

れ
て

い

る

が
、

こ

の

例
が
わ

ず
か

六

例
に

す

ぎ
な
い

こ

と

は

両

本
が

む
し

ろ

よ

く
対
応
し

て

い

る

こ

と

を
示
し

て

い

る
。

し

か

し、

両

本
そ
れ
ぞ

れ
に

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト
・

テ

キ
ス

ト

が

存
在
し、

し
か

も、

そ
の

原
典
の

差
異

、

あ
る

い

は

訳
出
法
の

違
い

が

イ
ン

ド

仏
教
の

問

題
意
識
に

由
来
す
る
の

で

は

な
い

か
と
い

う

例
を、

ω
と

く
に

起
信
論
の

成

立

事
情
の

推

定
に

対
し

て

示

唆
を

与
え

得
る

と

考
え

ら
れ
る

両
本
の

差
異
と
い

う

項
目
と
し

て

三

例
を
抽

出
す
る

。

そ
の

第
「

は

P
本
で

は

「

摩

訶
衍

者
、

総
説
有
二

種
、

云

何
為
二

、

「

者
法、

二

者
義
」

と

あ
る
一

文
の

「

法
・

義
」

が

S
本
で

は

「

有
法
・

法
」

に

な
っ

て

い

る
こ

と
で

あ
る

。

こ

の

差

異
は

起
信
論
の

原
血
ハ

が

P
本
の

　
α
げ
9
機

日
P

餌

詳
げ
四

か

ら
、

S
本
の

爵
曾

a
尸

自
胃
日
渺

へ

の

変
化
を

想
定
さ
せ

る

も
の

で

あ
る

と
い

わ

れ
る

。

次
に

第
二

に

真
如
を
P
本
が

真
と

如
と
に

分

け
て

い

る

差
異
に

つ

い

て

で

あ
る

が
、

原
語
を

9
昏
讐
酬

と

想
定
す
れ

ば
、

そ

れ
を
二

語
に

分
け
て

訳

す

必

要
は

な

い

か

ら
、

こ

れ
も
訳

出
時
の

附
加
で

あ
り

、

S
本
が

真
と

如
と
に

分
け
た

語
義
解
釈
を

欠
い

て

い

る
の

は
、

む

二

六

〇

し

ろ

原
典
に

忠
実
に

訳
出
さ

れ
た

も
の

と

考
え
ら

れ

よ

う
。

　
第
三

の

用
例
は

始
覚
の

四

相
と
し

て
、

P
本
が

生

住
異

滅
の

四

相
を

導
入

し
、

段
階
的
に

解
釈
す
る

の

に

対
し

、

S
本
は

そ
の

よ
う
に

な
っ

て

い

な
い

こ

と

に

つ

い

て

は
、

S
本

も

後
で

は

生
住
異

滅
に

ふ

れ
て

い

る

の

で
、

P
本
自

体
の

原
典
が
そ
れ

ら
四

相
を

不

覚
・

相
似
覚
・

随
分

覚
・

究
竟
覚
の

四

っ

に

配
し
て

い

た
か、

あ
る
い

は

訳
出
者
あ
る
い

は

そ
の

周
辺
の

訳
出
事
情
に

ょ
っ

て
、

そ

れ
ら
の

配
釈
が
行
な
わ

れ

た

か

の、

い

ず
れ
か

で

あ
ろ

う
、

と

さ

れ
る

。

　
以
上
の

対
照
研
究
は

大
変
細
か

い

作
業
の

積
み

か

さ
ね
で

あ
る

が、

そ
の

結
果
と
し

て
、

特
に

先
の

ω

の

三

例
な
ど
か

ら
、

S
本
が
P
本
に

基
い

た

偽
造
と

は

考
え
ら

れ
ず、

S
本
の

成
立
に

も
サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

原
典
は

何
ら
か

の

形
で

存
存
し

た
と

推
定

す
る

の

で

あ
る

。

そ
の

原
典
に

よ

り
つ

つ

も
S
本
は

P
本
を

全
体
と
し
て

参
照
し

て

い

る
た
め

に

P
本
の

再
治
本

の

よ

う
な

印
象
を

与
え
る
が

、

逆
に

こ

の

対
照
に

よ

っ

て

所
依
の

P
本
の

整
備
さ

れ
て

い

る

様
子
が
明

ら

か

と

な
り

、

全
体
と

し
て

は

S
本
の

方
が

素
朴
な
形

態
で

あ
る

こ

と
が

明
ら
か

に

さ

れ
た
の

で

あ
る

。

　
第
四

章
は

起
信
論
自
体
の

形
式
さ
ら
に

内
容
の

検

討
を

通
し

て
、

本
論
が

イ
ン

ド

仏

教
思

想
の

直
接
の

延
長
線
上
に

お

い

て

成

立
し

た

も
の

で

あ
る

こ

と

を
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明

ら
か

に

し

よ

う

と

す
る

。

本
章
を

「

起

信
論
思
想

の

課

題
」

と

名
づ

け
た
の

は
、

す
で

に

中
国
仏
教
の

歴
史
の

中
で

形
成
さ

れ
て

い

る
、

い

わ
ゆ
る

起
信

論

思
想
を

、

著
者
の

獲
得
し
た

視
点
か

ら
改
め

て

問
い

な
お

す
意
図
を

持
っ

て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

本
章
は

「

外
部
形
式
か

ら

見
た

起
信

論

思

想
の

課

題
」

と

「

思
想

構
築
の

た

め

の

独
自
の

形
態
」

と

の

二

節
か

ら

成
る

。

起
信
論
は

論
自
身
の

中
で

因
縁
分

、

立
義

分
、

解
釈

分、

修
行
信
心

分
、

勧
修
利
益

分
の

五

分

の

形
態
を

明
言
し

、

そ
れ

ら
五

分
の

前
後
に

帰
敬
偈

と

廻
向
偈
を

有
す
る

、

き
わ

め

て

整
っ

た

形

式
を
保

持
し
て

い

る

の

で
、

そ
の

点
に

着
目
し

考
察
の

出

発

点
と

す
る

。

そ
の

五

分
の

中
で

因

縁
分
の

八

支
が
一

論
の

全
体
の

内
容
の

述
作
の

理
由
を

提
示
し

、

さ
ら

に

因
縁
分

末
の
一

文
「

此
の

論
は

如

来
広

大

深

法

　

　
　

　
　
む
　

む

無
辺
の

義
を

総
摂
せ

ん
と

欲
す
る
が

為
の

故
に

、

応

に

此
の

論
を

説
く
べ

し
」

は
、

冒

頭
の

帰

敬
偈
お

よ

び

帰
敬
偈
の

次
の

「

論
じ
て

曰

く
、

法

有
り

、

能
く

摩
訶
衍
の

信

根
を

起
す

、

是
の

故

に

応
に

説

く
べ

し
」

に

呼

応
し

、

さ

ら
に

勧
修

利
益
分
冒

頭
の

「

是

の

如
き
摩
訶
衍

、

諸
仏
の

秘

蔵、

我
れ

已
に

総
説
せ

り、
」

と
い

う
［

文
や
大
尾
の

廻

向
偈
に

連

関
し

て

い

る
、

と

さ
れ
る

。

そ
の

結
果、

一

応
外
部
形
式
か

ら
み

る
と

、

冒

頭
の

帰
敬
偈
と

困
縁
分
と

が

外
部
形

式
の

前
分

、

そ
し

て

立
義

、

解
釈

、

修
行
信
心

の

三

分
は

内
容

、

勧
修
利
益

分
と

廻
向
偈
と

が

外
部
形
式

の

後
分
と

な
る

。

し

か

も、

こ

れ
は
大

乗
（

摩
訶
衍
）

の

語
義
用
例
の

検
討
（

つ

ま

り
は

大
乗
起
信
論
の

標

題
釈
と

も

関
連
す
る
の

で

あ
る

が
）

の

結
果
と

も
一

致
す
る

。

大

乗
起
信
論
の

内
容
が

、

大
乗
を
説
く

も

の

で

あ
り、

そ
れ
に

対
す
る

信
を

勧
め

る

こ

と

を
、

先
の

外
部

形
式
の

前
後
二

分
で

明
ら
か
に

し

て

い

る

と
い

う
。

　
さ

ら
に
、

先
に

引
い

た

因
縁
分
の

末
文
に

も
表

わ

さ

れ
て

い

た
よ

う
に

、

大

乗
を

総
摂
し

よ
う
と
の

意

図
を

持
っ

て

い

る

こ

と

も
重

要
で

あ
る

。

著
者
は
イ

ン

ド

仏
教
後
期
の

主

要
論
書
で

あ
る

『

宝
性
論
』

や

『

摂
大
乗
論
』

に

も、

こ

の

総
摂
の

形
式
が

生
か

さ

れ
て

い

る
こ

と

を

示

す
。

し
か

も
、

起
信
論
が

大
乗

総
摂
の

方
法
と

し

て

提
示
し

た
、

立
義

分
冒

頭

の

「

摩
訶
衍
と
は

総
説
す
る

に

二

種
あ
り
。

云

何
ん

が

二

と

為
す

や
。

　「

に

は

法
、

二

に

は

義
な
り

」

と
い

う
一

文
に

お

け
る

法
と

義
の

ま

と
め

方
も

、

イ

γ

ド

大
乗
仏

教
の
一

般

的
な
や

り
方
で

あ
っ

た
こ

と

を

多

く
の

文
例
に

よ

っ

て

示
す

。

さ

ら
に

解
釈
分
の

中
が

顕
示
正

義
、

対

治
邪
執

、

分
別

発
趣
道
相
に

三

分
し

て

説
か

れ
る
形

式
に

も
大
乗
教
義
を

総
摂
す
る

意
図

が

貫
か

れ
て
い

る
と

考
え
る

。

　
先
に

著
者
は

外
部
形

式
と

内
容
と

に

分
け
て

い

た

が
、

決
し

て

二

分
す
る

こ

と

自
身
に

目

的
が

あ
る

の

『

大
乗
起
信
論
の

研

究
ー
大
乗
起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研

究
1

』

（

吉
津
）

で

は

な
い

こ

と

を

注
意
す
る

。

な

ぜ

な

ら
、

外
部
形

式
と

呼
ん

だ

部
分
も
論
の

内
容
を

志
向
し

、

ま

た

内

容
と
し

て
一

括
し

た

所
に

も

既
に

見
た
よ

う
に

大
乗

総
摂
の

論
と
し

て

の

形
式
が

生
か

さ

れ
て

い

る

か

ら

で

あ
る

。

　
第
二

節
の

冒
頭
で

は

立
義
分
の

内
容
が

分

析
さ

れ
、

大
乗
を
法
と

義
と
で

把
握
す
る

こ

と
が
、

先
の

外
部
形
式
と

も
共

通
す
る

大
乗
総
摂
説
と
し

て

の

意

図
の

延
長
線
上
に

あ
る

の

に

対
し

て
、

「

言
う

所
の

法
と

は

衆
生
心

な

り
」

の

一

文
以

下
の

衆
生
心

（

一

心
）

、

心

真
如
と
心

生
滅、

お

よ

び

体
相

用
三

大

な

ど
の

教
説
は

起
信
論
独

自
の

大
乗
説
を

提
示
し

た

も

の

と

さ

れ
る

。

著
者
は

従
来
起
信
論
の

内
容
を

表
示

す
る

と
さ

れ
て

き
た
一

心
二

門
三

大
四

信
五

行
の

中

で
、

特
に
一

心

（

衆
生
心
）

二

門
三
大

を

起
信
論
の

内
容

形
式
の

根
本
と
し

て

扱
う

。

従

来
は
一

心

以
下

の

も
の

は

全
く

起
信
論
独
自
の

内
容
と
の

み

断
定
し

て

い

た
の

に

対
し

、

著
者
は

内
容
は

起
信

論
独
自
と

し

て

も
よ

い

が
、

そ
の

内
容

を
表
わ
し

て

ゆ

く

論
述

の

形
式
は
イ
ソ

ド

仏
教

、

な
か

ん

ず
く
大

乗
初
期
の

経
典
に

ま
で

遡
源
で

き
る

こ

と
を

示
す

。

大
乗
仏
教

一

般
に

流
布
し

て

い

た

表
現
形
式
を

使
っ

て
、

起
信

論
は

独

自
の

ま
と

め

方
を

行
い、

独
自
の

思
想
を

発

露
し

よ

う
と
し
た

と
さ

れ
る

の

で

あ
る

。

　

そ
こ

で
、

先
ず
立
義
分
の

法
義
二

門
の

う
ち
で

法

二

六
一
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『

大
乗
起
信
論
の

研
究
ー
大
乗
起

信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
ー

』

（

吉
津
）

の

側
面
と
し

て

衆
生
心

と

規
定
す
る

背
景
を

考
察
し

つ

っ
、

併
せ

て

起
信

論
の

先
駆
思
想
の

領
域
に

つ

い

て

の

試
論
を

示

す
。

そ
し

て

起
信
論
の

「

所
言
法
者

謂
衆
生
心
」

が

『

華
厳
経
』

の

「

心

仏

及
衆
生

、

是

三

無
差
別
」

と

い

う

表
現
や

『

大

智
度

論
』

の

菩
薩

に

対
す
る

語
釈
と

連
な
り、

む
し

ろ
、

そ
れ
ら

は

起

信
論
の

思

想
的
源
流
と
し

て

も
よ
い

と

述
べ

る
。

　
ま

た

『

維
摩
経
』

に

も
類

似
の

表
現
の

あ
る

こ

と

を
示
し

、

次
に

如
来
蔵
系
経

典
と

の

連

関
を

考
え

る
。

『

不

増
不

減
経
』

や

『

勝
鬘
経
』

と

の

強
い

連

関
を

指
摘
し

、

『

楞
伽
経
』

と
の

接
点
を

認
め

な

が

ら

も
、

例
え
ば
浄
影

寺
慧
遠

な

ど

が

言

う

よ

う

に

「

楞
伽
経
に

基
づ

い

て

起
信

論

が

造
ら

れ
た
」

と

は、

と

う

て

い

言
い

え
な
い

こ

と
を

論
証
す
る

。

　
こ

こ

で

著

者
は

起
信
論
の

衆
生
心

な

ど
の

心

に

つ

い

て
、

一

論
を

通
じ
て

の

語

義

を

三

つ

に

ま

と

め

る
。

そ

れ
ら
は

、

　
ω
心

真

如
に

随
順

す
る

と

こ

ろ
の

「

証
」

と

の

み

　
　
相
応
す
る

と

言
わ
れ
る

離
念
の

境
界

　

 
か

か

る

妄
念
を

離
脱
し

た

と
こ

ろ
の

無
念
の

境

　
　
界
が

そ
の

ま
ま

無
漏
の

性
功
徳
を

完
全
に

具

備

　
　
し

て

い

る

こ

と

　

個
そ
の

よ

う

な
心
の

境
界
か

ら

発
現
さ

れ
る

と
こ

　
　
ろ
の

真
如
の

用
が

任
運
自
然
で

あ
る

こ

と

で

あ
り、

後
に

は

こ

れ
ら
が

各
々

、

体

相
用
の

三

大

に

配
さ

れ

得
る

と
さ

れ
る

の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

意
義
を

具
え
た

心
の

内
容
か

ら
し
て

、

起
信
論
は

如

来
蔵
系
経
典
の

影
響
を

受

け
、

唯

識
仏
教
と
の

接
点

を

保
ち

な
が

ら

も
、

両

思
想
か

ら

比
較
的
自
由

な
立

場
に

あ
っ

て
、

む
し
ろ

『

華
厳
』

、

『

般

若
』

、

『

維
摩
』

な
ど
の

初
期
大

乗
経
典
の

教
説
を

率
直
に

受
容
し

て

い

る
、

と

ま
と
め

ら

れ
る

。

　

先
に

起
信

論
の

内
容
を

論
述
す
る

根
本
的
形

式
と

し
て

認
定
し

た

「

法
・

義

ー
衆
生

心

ー
三

大
義
−
心

真
如
門
・

心

生

滅
門
」

の
一

連
の

内
容
形
式
の

う
ち

で
、

「

法
・

義
」

と

「

衆
生
心
」

に

つ

い

て

は

既

に

考
察
し

た
の

で
、

次
に

残
る

二

門
と

三

大
と

が
、

い

か

に

イ

ン

ド

仏
教
さ
ら
に

は

イ

ソ

ド

思
想
に

す
ら

根

ざ
し

た

面
が

あ
る

か

を

論
究
す
る

。

心

生
滅、

心

真

如
の

二

門
に

つ

い

て

は

『

大
智
度
論
』

が

参
考
に

供

さ

れ
る

。

ま
た

三

大
義
に

つ

い

て

は

後
期
大
乗
の

論

典
の

「

大

乗
」

の

大
義

釈
の

範
疇
に

あ
る

こ

と
が

示

さ

れ
る

と
と

も
に

、

な
か

で

も
『

宝
性

論
』

や

『

成

唯
識
論
』

な
ど
の

唯
識
・

如
来
蔵
系
統
の

諸
論
と

は

内
容
的
に

も
か

さ

な
る

表
現
の

あ
る

こ

と
が

指
摘
さ

れ、

さ

ら
に

ヴ
ァ

イ
シ

ェ

ー

シ

カ

学
派
の

根
本
聖
典

『

勝
論
経
』

に

お

け
る

六

句

義
中
の

「

実
体
（

α

冨
く

捧
）

・

属
性
（

αq
信

冒
）

・

運

動
（

犀

閂
目

畧
）

」

の

三

句
を

も
視
野
に

入

れ
る

べ

き
で

あ
る

と

問
題
提
起
し

て

お

ら

れ
る

。

二

六
二

　
以

上
、

第
四

章
は

徹
底
的
に

起
信
論
の

内
容
を

形

式
の

側
面
か

ら

見
る

こ

と
に

よ

っ

て
、

外
部
形
式
は

も
ち

ろ
ん

の

こ

と
、

内
容
形
式
に

お

い

て

も
、

そ
の

背
景
に

イ

ン

ド

仏
教
の
【

般
的
形

式
や
先

駆
的
形

態

を

指
摘
し

、

こ

れ
に

よ

っ

て
、

第
一

章
末
尾
の

推
論

の

「

起
信
論
は

、

…
…

イ
ン

ド

仏

教
思
潮
の

直
接
の

延
長

線
上
に

お

い

て

そ
の

理
論
が

構
築
さ

れ
、

」

と

い

う

部
分
が

論
証
さ

れ
た
の

で

あ
る

。

　

以

上、

全
篇
が

緻
密
な
文
体
で

貫
か

れ
た

内
容
の

大
綱
を

紹
介
し

た
つ

も

り
で

あ
る

が
、

読
み
ち
が
い

な
ど
が

あ
る

か

と

思
わ

れ
る

の

で
、

そ
の

点
は

著
者

の

寛
恕
を

乞
い

た
い

。

こ

れ
か

ら

起
信

論
を

読
み

、

研
究
し
よ

う
と

す
る

人
は、

必

ず
や

本
書

を
一

読

し
、

あ
る

い

は

座
右
に

置
い

て
、

た
え

ず
参
考
と

し

て

ゆ
か

な

く
て

は

な
ら

な
い

だ

ろ
う
。

私
自
身
も
い

さ

さ
か

起
信
論
の

注
釈

書
の

研
究
に

手
を

染
め

て

い

る

が
、

起
信
論
の

位
置
づ

け
を
ど
の

よ

う
に

考
え
た

ら

よ
い

の

か

わ

か

ら
な

く
て

、

思
い

悩
ん

だ

り
、

著

者
が

既
に

書
い

て

お

ら

れ
た

論
文
を

十
分
に

読
ま

な

い

で
、

方
向
ち
が
い

の

繰
り

言
を

書
い

た

こ

と

も

あ

る
。

し
か

し
、

今
回、

こ

の

著
書
を
拝

読
し

て
、

起

信
論
に

対

す
る

見
方
を

教
え
て

頂
い

た

と

同

時
に

、

資
料
の

扱
い

方
や

、

方
法
論
な
ど
に

つ

い

て

も
多
く
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の

示
唆
を

受
け
る

こ

と

が
で

き
た

。

　
本
書
は

全
篇
が

起
信

論
は
イ
ソ

ド

仏

教
の

思

潮
の

中
で

理

論
構
築
が

行
な
わ

れ

た

と

の

推

定
を

論

証

し
、

し
か

も

著
者
が

附
論
的
と
い

わ

れ
る

第
二

章
を

も
含
め

て
、

序
論
か

ら
第
四

章
ま
で

が

承

前
起
後
の

密
接
な

連
関
を

保
っ

て

い

る
。

し

た

が
っ

て
、

著
者

の

脳
裏
に

は

た

え

ず
望
月

博
士

な

ど

の

中

国

撰
述

説
、

さ

ら
に

そ
れ
を

批
判
し

た
イ

ン

ド

成

立
説
の

人

々

の

意
見
が

思
い

め

ぐ
ら

さ
れ、

単
に

中
国
説
を

否

定
す
る
こ

と

だ

け
で

は

な

く
、

ど
の

よ

う
に

自
然
な

形
で

イ

ソ

ド

説
を

論
証
し

て

ゆ
く
か

と

い

う
所
に

苦

労
さ

れ
た

も
の

と

思
う
。

特
に

中
国
の

諸
注
釈

書
は

そ

ろ
っ

て

印
度
の

馬
鳴
論
師
の

著
作
と
し

、

さ
ら

に

起
信
論
成
立
論
争
に

お

い

て

は

イ

ン

ド

説
に

関
し

て

も

百
家

争
鳴
の

ご

と

き

状
況
と

な
っ

た

わ

け
で

あ
る

か

ら
、

中
国
説
の

検
討
以

上
に
、

イ

ン

ド

説
の

扱
い

に

苦
慮
さ

れ
た

の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

　
著
者
自
身
が

本
書
の

中
で

起
信
論
の

個
々

の

教
説

に

つ

い

て

の

網
羅
的
解
釈
を
次
に

公
に

し

た
い

と

述

ぺ

ら
れ
て

い

る
。

す

な
わ

ち
、

本
書
の

中
で

確
立
さ

れ
た

方
法
論
の

延
長
と
し

て

の

起
信
論
の

文
文
句
句

の

講
釈
で

あ
る

が
、

我
々

は

そ
の

早
い

公

表
を

鶴
首

し
て

待
ち

た

い
。

　
（

春
秋
社、

昭

和
五

十
六

年
二

月
二

十
八

日

発
行

、

　
八

五

〇
〇
円

、

B5

版
、

本

文
五

〇
六

頁
、

索
引

十
二

頁
）

『

大
乗
起
信
論
の

研
究
−
大
乗

起
信
論
の

成
立
に

関
す
る

資
料
論
的
研
究
−

』

（

吉
津
）

二

六
三
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